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世界の恒久平和は、人類共通の績いである。

しかしながら、今日なお世界の動きl武核戦争

の危機をはらみ、誠に.慮にたえない。

わが国は唯一の被爆国として、核兵器の恐ろし

さと、被爆者のきしみを全世界の人々に訴え、再

び広島 ・長崎の惨禍を繰り返してはならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いか

なる国のいかなる核兵器に対しても、その廃絶を

求め、ここに平和都市を宣言する。

平和都市宣言
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句"ζ zd =児童虐待の防止と早期発見を=

近
年
、
親
が
子
ど
も
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
、
子
ど
も
の

世
話
を
行
わ
ず
に
放
置
す
る
な
ど
の
児
童
虐
待
の
痛
ま
し
い
事

件
の
報
道
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
先
日
、
市
内
で
も
保
護
者
か

ら
の
暴
行
で
幼
い
命
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
事
件
が
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
、
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

関
係
機
関
と
さ
ら
に
運
携
を
密
に
し
て
い
き
ま
す
。

被
害
に
あ
っ
た
お
子
さ
ん
は
、
平

成
ロ
年
2
月
か
ら
日
年
3
月
ま
で
市

立
保
育
園
に
通
園
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
聞
に
、
保
育
園
で
保
育
士
が
、

そ
の
お
子
さ
ん
の
暴
行
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
身
体
的
異
常
を
発
見
し
た

た
め
、
直
ち
に
小
児
科
医
に
受
診
さ

せ、

一
時
保
護
権
を
持
つ
県
立
柏
児

心理的虐待

言葉によるおどし ・禽

迫を行う、他の兄弟姉妹

と差別的な扱いをするなど

で、児童に著しい心理的外傷

を与える言動を行うこと

身体的虐待

なぐる、ける、しばる、タバコの

火を押し付けるなどで児童の身体

に外傷が生じ、または生じる

おそれのある暴行を加え

ること

性的虐待

性交、性的暴行、性的

行為の強要などで、児

童にわいせつな行為をす

ること、またはさせること

こんなときは相談・通告を

児童虐待を発見した方

。児童虐待の疑いがあると感じたら

O児童虐待の事実を発見 したら

口子どものしつけや育て方を相談したいとき

口家庭についての悩みを相談したいとき

育児に悩む保護者など

童
相
談
所
に
通
報
し
ま
し
た
。
同
児

童
相
談
所
で
は
、
同
日
か
ら
約
1
カ

月、

一
時
保
護
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
も
、
2
回
の

一
時
保
護
(
日
年

2
月
か
ら
約
4
カ
月
、
日
年
1
月
か

ら
約
3
カ
月
)
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
は
、
家
庭
児
童
相
談
員

や
保
健
師
の
訪
問

・
見
守
り
を
継
続

し
、
状
況
の
変
化
が
あ
る
た
び
に
ケ

ー
ス
検
討
会
識
を
開
催
し
、
立
ち
入

り
翻
査
権
が
あ
る
柏
児
童
相
談
所
に

報
告
し
て
き
ま
し
た
。
日
年
9
月
に

は
民
生
委
員
宅
で
ご
近
所
の
方
々
と

力
を
合
わ
せ
て
見
守
っ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

再
発
防
止
の
た
め
に

市
で
は
、
保
育
士
に
よ
る
虐
待
の

発
見
や
市
民
か
ら
の
虐
待
の
通
告
を
、

児
童
相
談
所
へ
つ
な
い
だ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
お
子
さ
ん
の
命
を
守
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
重
く
受

け
と
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
児
童
相
談
所
が
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
に
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
人
員
を
含
め
た
体
制
の
強

化
と

一
時
保
護
施
設
の
拡
充
を
、
県

相談・通告

県立相児童相談所

TEL7131-7175 

市役所子育て支援課

家庭児童相談室

TEL7185-1111内線352

児童をとりまくさまざまな問

題についての相談を受け付けて

いるほか、専門のスタッフによ

る立ち入り調査などを行ってい

ます。必要性がある場合は児童

の一時保護を行います。

児童虐待の相談 ・通告があっ

たら、児童相談所や警察と連絡

を取りながら適切な対応をしま

す。また、児童をとりまくさま

ざまな問題について、相談者の

悩みなどを十分にお聞きして適

切なアドバイスをします。
立
柏
児
童
相
談
所
と
千
葉
県
知
事
に

要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
市
は
、
ロ
月
1
日
か
ら
児
童

虐
待
防
止
担
当
職
員
を
新
た
に
配
置

し
ま
す
。
児
童
と
身
近
に
か
か
わ
り

合
、
っ
保
育
士
、
民
生
委
員
な
ど
の
認

識
を

一
層
高
め
、
虐
待
の
兆
候
の
早

期
発
見
に
努
め
る
と
と
も
に
、
問
題

が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
虐
待
防
止

担
当
職
員
、
家
庭
児
童
相
談
員
や
保

健
師
が
直
接
訪
問
を
行
い
ま
す
。
積

極
的
に
そ
の
家
庭
へ
か
か
わ
り
合
い

を
持
ち
、
虐
待
の
防
止
と
保
護
者
の

ケ
ア
に
取
り
組
み
ま
す
。

児
童
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

は
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
(
見

守
り
の
目
)
が
必
要
で
す
。

虐
待
の
事
実
を
発
見
し
た
と
き
や
、

も
し
か
し
た
ら
虐
待
か
も
し
れ
な
い

と
感
じ
た
場
合
は
、
た
め
ら
う
こ
と

な
く
相
談
(
通
告
)
を
し
て
く
だ
さ

い
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
命

と
安
全
を
守
る
た
め
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

園

子
育
て
支
援
謀

・
内
線
4
4
7

いつも見かけるお子さんの様子がおかしい

子どもの顔や手足の傷が異常に思われる

やけどと思われる跡がある

いつも衣服や身体が非常に不潔

児童虐待は密室で行われることが多いため、 「歪だなあ?Jと思う

ことを相談・通告することが虐待の予防 ・早期発見につながります。

その疑いが間違いであっても責任は問われません。お気軽に相談 ・通

告をしてください。

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

市

長

今
回
、
そ
れ
ぞ
れ
が
現
状
の
制

度
の
下
で
努
力
し
た
と
は
い
え
、

小
さ
な
命
を
守
れ
な
い
最
悪
の
事

態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結

果
論
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
立
ち

入
り
調
査
権
を
持
つ
思
童
相
談
所

が
、
市
の
要
請
ど
お
り
子
ど
も
の

状
況
を
確
認
し
て
く
れ
て
い
れ
ば

と
悔
や
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
市
で
は
独
自

に
児
童
虐
待
防
止
担
当
職
員
を
置

き
ま
す
。
た
と
え
法
的
権
限
が
な

く
と
も
、
必
要
な
措
置
は
と
っ
て

い
き
ま
す
。

児童虐待とは
ネグレク卜 (保護の怠慢 ・拒否)
家に閉じ込める、病気やけがをし

ても病院に連れて行かない、食事

を与えない、乳幼児を自宅や

車に置き去りにする、ひど

く不潔なままにする、そ

の他保護者としての監

督を著しく怠ること

第…
ω
困

市
内
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
俗

芸
能
と
日
本
古
来
の
伝
統
的
な

笛
太
鼓
に
よ
る
お
整
の
祭
典

「郷
土
芸
能
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

民
俗
芸
能
を
伝
承
し
て
い
る
市

内
の
団
体
に
加
え
、
小

・
中
学
校

の
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

ロ
月
7
日
日
午
後
O
時
初

分
開
場
、

1
時
開
演

，
椅
卓
司

ι均
金
収

し
か
し
、
強
制
的
な
立
ち
入
り

権
限
な
ど
が
無
い
だ
け
に
、
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
即
座
の
通
報
が

重
要
で
す
。
ど
‘
?
か
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
思
童
相
談
所
と
は
も
ち

ろ
ん
、
小
児
科
医
、
民
生
委
員
、

普
察
な
ど
関
係
者
と
の
連
携
を

一

層
強
め
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る

保
護
者
の
方
は
、
一
人
で
孤
立
す

る
こ
と
な
く
、
ぜ
ひ
、
市
の
相
談

室
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

郷
土
審
能
祭

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

出
演
者

・
演
目

*
ひ
ょ
っ
と
こ
配
:
「
麟

器

保

」

か
ぐ
ら

*
古
戸
は
や
し
連
中
:・
史
神
楽
「
三

史
三
番
五
人
磯
子
」

*
あ
び
こ
ふ
る
さ
と
会
:・

「
大
杉
磯

子」

「ひ
ょ
っ
と
こ
舞
」

「
五
磯

子
」
「
獅
子
舞
」

*
布
唯
中
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
・
・

「
廿
羽
磯
子
」
「
投
げ
合
い
」

*
湖
北
小
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
・
:

「
投
げ
合
い
」
「
仁
羽
磯
子
」

*
布
佐
小
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
・•• 

「
仁
羽
曜
子
」
「
投
げ
合
い
」

*
我
孫
子
第
四
小
学
校
郷
土
芸
能
ク

ラ
ブ
・
:
「
仁
羽
磯
子
」

入
場
料

無
料

※

3
面
に
関
連
記
事
。

主
催
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

園

教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
5
1

ひとりが輝く 男女共同参画都市社会が輝く
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地域l乙根ざした防犯活動と

Eごろからの心がけを

怠

チ
ヤ
イ
ル
ド
シ

市
で
は
、
乳
幼
児
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
1
ト

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

タ
イ
プ
は
、
乳
児
用
(
新
生
児
か

ら
6
カ
月
児
程
度
)
と
幼
児
用

(
6

カ
月
児
か
ら
4
歳
児
程
度
)
の
2
種

類
が
あ
り
ま
す
。

対
象

6
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
保
護

者
で
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

貸
出
期
間

乳
児
用
:
・

5
カ
月
以
内
、

幼
児
用
・:
6
カ
月
以
内

貸
出
料
金
下
表
を
参
照

申
し
込
み

申
請
香
(
市
役
所
交
通

整
備
謀
、
各
支
所

・
行
政
連
絡
所
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
用
意
)
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
保
護
者
(
遼
転
者
)

の
免
許
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、
利

第 1106号

最
近
、
全
国
で
犯
罪
が
増
加
し
、

し
か
も
凶
悪
化
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
犯
罪
発
生
件
数
(
左
上
表
)

は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
い
つ

自
分
が
被
害
者
に
な
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。

市
で
は
、
我
孫
子
市
防
犯
協
議
会

や
我
孫
子
警
察
署
と
連
携
し
て
防
犯

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の

被害にあわないために

車 O駐車するときは必ず鍵をかける

上。車内E貴重品や力パンを置かおい

~~@駐車場E照明や防犯力メラを設置する
ν・0スペアキーをパンパーの裏怠どE隠さ怠い

ト
の
貸
出
制
度

用
を
希
望
す
る
月
の
前
月
の
1
日
か

ら
日
日
(
閉
庁
自
の
場
合
は
翌
平
日
)

ま
で
に
突
通
整
備
課
へ
提
出

国

交
通
整
備
課

・
内
線
3
3
0

Vチャイルドシートの貸出料金

期間 乳児用 幼児用

1カ月 2，100円 2，520円

2カ月 2，310円 2，730円

3カ月 2，520円 2，940円

4カ月 2，730円 3，150円

5カ月 2，940円 3，360円

6カ月 - 3，570円

安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
地
道
な
防
犯
活
動
と
、

一
人

ひ
と
り
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

な
お
、
不
審
な
人
物
を
見
か
け
た

と
き
は
、

1
1
0
番
通
報
を
お
願
い

し
ま
す
。

固

市
民
活
動
支
援
課

・
内
線
4
3

4
、
我
孫
子
普
察
箸
宮
7
1
8
2
・

0
1
1
0
 

。自転車から離れるときは必ず鍵をかける

@U字ロック怠どの丈夫怠鍵を使う

。通勤や通学時Eは駐輪場を利用し、路上怠

どE駐輪しおい

自
転
車
盗
難

議採子都市計置の
。外出するときは必ず鍵をかけ、隣近所Eひ

と声かける

。扉や窓Eは2力所以上鍵を付ける

O死角E怠る蝿所をつくら怠い

空
き
巣
狙
い

寝耳婁を縦覧します

次
の
と
お
り
都
市
計
画
の
変
更
案

を
縦
覧
し
ま
す
。
こ
の
変
更
案
に
意

見
の
あ
る
方
は
、
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
ロ
月
2
日

ωか
ら
回
目

ωの
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
(
土

.
日
曜
日
を
除
く
)

縦
覧
場
所

市
役
所
都
市
計
画
課
、

県
庁
都
市
政
策
課
(
高
度
地
区
は
市

年
末
年
始
特
別
警
戒
取
り
締
ま
り

パ
ト
ロ
ー
ル
と
交
通
取
り
締
ま
り
を
強
化

ヘ

年
末
年
始
は
、
交
通
事
故
や
空
き

ま

た

、
我
孫
子
市
防
犯
協
議
会
と
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
「飲

巣
、
車
上
概
い
な
ど
が
多
発
し
ま
す
。

連
携
し
て
、
市
内

一
斉
防
犯
パ
ト
ロ
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま

普
察
で
は
、
四
月
叩
日
か
ら
1
月

l
ル
ら
行
い
ま
す
。

な
い
」
が
運
転
者
の
常
識
で
す
。

3
日
ま
で
「
年
末
年
始
特
別
普
戒
取

飲
酒
運
転
は

や

め

ま

し

ょ

う

固

我
孫
子
警
察
箸
宮
7
1
8
2
・

り
締
り
」
を
実
施
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
年
末
年
始
は
、
お
酒
を
飲
む
機
会

0
1
1
0
、
我
孫
子
市
防
犯
協
議
会

や
交
通
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
ま
す
。

が
多
く
な
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
、

宮
7
1
8
4
・
8
1
9
0
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転

看

抗

議

ー、
ヰ

工

川向

。つ

犯

地
己
ブ

実

。

引

げ

.1
目
腕
議

一糊

諮

-M
r」
制

ち

防

弘

同

釦

一

羽

衣

折

、

人

院

連

協

テ

ン

内

ま

市

齢
制

一忠

君

一

織

的

一

額

一臨む
J

志

川

子

山

川

成

渇

つ

ト

年

生

に

き

員

ポ

准

援

g

加

孫

伽

市

明

桁

糊

和

特

鰐

脚

鱒

額

脱

詑

ゆ

我

持

臨

例

油

容

岬

特

gi
体

舛

舛

鵬

関

町

園田叩

孫

う

罪

犯

内

(

通

化

園

、

、

機

会

市

会

日
前

我

行

犯

防

動

室

車

浄

成

所

会

融

力

議

細
訓

を

な

活

教

転

境

構

結

議

金

協

固

協

役
所
の
み
)

内
容
「
我
孫
子
都
市
計
画
道
路
3

・
5
・
M
号
我
孫
子

・
布
佐
線
」
・
:

中
峠
字
宿
通
商
付
近
の
変
更
「
我

孫
子
都
市
計
画
用
途
地
域
」
・
:
道
路

変
更
に
伴
う
用
途
地
域
の
変
更

「
我
孫
子
都
市
計
画
高
度
地
区
」

・:

道
路
変
更
に
伴
う
高
度
地
域
の
変
更

意
見
書
の
提
出
回
月
日
日
消
印
有

効
で
〒
2
7
0
i
1
9
2
市
役
所

都
市
計
画
課
ま
た
は
〒
2
6
0
1
8

6
6
7
県
庁
都
市
政
策
課
(
住
所
省

略
可
)
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
(
高
度

地
区
の
意
見
容
は
市
建
所
の
み
)

※
意
見
容
を
提
出
で
き
る
の
は
、
市

内
に
住
所
の
あ
る
個
人
と
法
人
、
利

害
関
係
の
あ
る
方
で
す
。

※
意
見
舎
の
用
紙
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

園

都
市
計
画
課

・
内
線
5
7
7
、

県
庁
都
市
政
策
課
宮
0
4
3
・
2
2

qu
・
つd
つd
司

'
F
b

住
宅
用
地
と
私
道
の
申
告
を

今
年
住
宅
を
建
築
さ
れ
だ

平
成
時
年
中
に
住
宅
を
新
築
ま
た

は
増
改
築
さ
れ
た
方
で
、
課
税
課
が

行
う
家
屋
調
査
が
済
ん
で
い
な
い
方

は
、
住
宅
用
地
の
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

住
宅
用
地
と
し
て
、
固
定
資
産
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

該
当
者

住
宅
が
建
築
さ
れ
た
土
地

の
所
有
者

申
告
方
法

申
告
書
(
課
税
課
に
用

意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
て
提
出

新
た
に
私
過
を
握
供
さ
れ
同
細
川

U

土
地
が
私
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
場
合
、
幅
員
や
利
用
形
態
に
よ

り
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

軽
減
さ
れ
る
私
道
の
要
件

。
公
道

か
ら
公
道
に
通
り
抜
け
で
き
る
私
道

。
建
築
基
準
法
に
よ
り
、
公
道
か
ら

後
退
(
セ
ッ
ト
パ
ッ
ク
)
し
た
土
地

。
袋
小
路
の
場
合
は
幅
員
が
4
m
以

上
で
、
そ
こ
を
通
ら
な
け
れ
ば
公
道

に
出
ら
れ
な
い
家
屋
が
2
戸
以
上
あ

り
、
通
行
制
限
を
し
て
い
な
い
も
の

該
当
者

現
に
私
道
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
土
地
の
所
有
者

申
告
方
法

申
告
書
(
課
税
課
に
用

意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
私
道

の
所
在
と
面
積
の
わ
か
る
書
類
ま
た

は
測
量
図
を
添
付
し
て
提
出

申
告
期
限

い
ず
れ
も
平
成
時
年
1

月
日
日
同

税
額
軽
減
時
期

ら提
出
先

・
固

9
 

日
年
度
課
税
分
か

課
税
課

・
内
線
3
3

2004年版手賀沼カレンダー

本日から配布
配布日時・場所

。12月1日(月)*市役所C会議室・・・午前8時30分から

午後7時 本つくし野コミュニティーホール、湖北台市民

センター、湖北地区公民館駐車場、 布佐市民センター本館、

根戸・久寺家・天王台北・新木 ・布佐南の各近隣センター、

アビスタ・・・午前9時から午後5時

。12月2日側以降 本市役所手賀沼課(西別館4階)…

午前8時30分から午後5時
※配布場所に来た方ひとりに1部を配布します。

※配布陣問中でも、なくなり次第終了となります。

※路上駐車は、近隣の皆さんの迷惑となるため禁止します。

固手賀沼諜・内線467

ご利用ください

特別納税相談

印刷銅倒。~4>固岡J
平日、 仕事などで窓口に来られない方を対象

に、市税等(市・県民税、固定資産税、軽自動

車税)の納税相談を行います。

当日は、納付も受け付けますので、 ご利用く

ださい。

日時 12月13日出.14日旧)いずれも午前9

時から午後4時
場所市役所収税課(市役所本庁舎1階)

固 収税課・内線311(当日はft7185-5843) 

I競争k*~の参加資格申請を受付付出

v市内の犯罪発生件数
種 類 件 数
凶悪犯 5件
粗暴 犯 52件
窃盗 犯 1，594件
知能 犯 43件
風俗 犯 7件
そ刷出刑法犯 296件
合計 1，997件

※平成15年1月から9月の累計

平成16年度に市カセ発注する工事、コンサルタン卜業務、

物品購入、 業務委託などの競争入札に参加を希望する事

業者は、次のとおり 「競争入札参加資格審査申請書jを

提出してください。

なお、今回の受け付け分の有効期間は、平成16年度

のみとなります。

申請書販売期間 15年12月8日(聞から26日幽(土・

日曜日・祝日を除く〉

販売場所 市~fi本庁地階売庖
服売価格 1部1000円(消費税を含む)

申請方法 所定の封筒による郵送で、 12月17日制から

平成16年1月9日幽必着で我孫子郵便局 (局留め)へ

固 管財課ft7186-3000 

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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庭園J目立総合経営研修所・

-ー-
「景観賞Jrdf 

.. 
t1 事

雅
ラ
ス

郷
土
芸
能
祭

(1
面
参
照
)
に
あ

ガ

ピ

わ
せ
て
「
雅
ラ
ス
・
美
ン
展
」
を
開

催
し
ま
す
。

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
使

わ
れ
て
い
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

ガ
ラ
ス
や
ピ
ン
を
展
示
し
ま
す
。

市
内
の
良
好
な
景
観
を
残
し
、
育

み
、
創
っ
て
い
く
た
め
、
市
で
は
す

て
き
な
建
物
や
ま
ち
な
み
、
す
ば
ら

し
い
自
然
環
境
が
残
っ
て
い
る
場
所
、

ま
た
そ
れ
ら
の
景
観
を
守
り
、
育
て
、

良
好
な
景
観
を
創
り
だ
す
活
動
を
行

っ
て
い
る
方
々
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
景
観
賞
か
ら
は
、
「
景
観

賞
」
「
景
観
奨
励
賞
」
に
加
え
、
個

人
住
宅
な
ど
の
ガ
l
デ
ニ
ン
グ
や
景

観
づ
く
り
を
対
象
に
し
た
「
景
観
住

宅
賞
」
を
新
設
。
景
観
審
議
会
で
公

開
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
皆
さ
ん
か

ら
応
募
や
推
薦
が
寄
せ
ら
れ
た
お
件

の
中
か
ら
、
景
観
賞
1
件
、
景
観
奨

励
賞
2
件
、
景
観
住
宅
賞
1
件
が
決

ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
第
7
回
景
観
賞
の
写
真
は
、

平
成
凶
年
1
月
刊
日
出
か
ら
お
日
制

ま
で
市
民
プ
ラ
ザ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展

示
し
ま
す
。

園

都
市
計
画
課

・
内
線
5
7
8

• 

ン
展企ガラス製のおはじき

こ
れ
ら
は
湖
北
地
区
公
民
館
を
建

設
す
る
時
に
、
旧
湖
北
小
学
校
の
跡

地
か
ら
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の

地
の
歴
史
や
暮
ら
し
ぶ
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所
ロ
月
3
日
制
か
ら

ω

日
制
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
、
湖

北
地
区
公
民
館
ロ
ピ
1
(入
場
無
料
)

主
催

我
孫
子
市
教
育
委
員
会

園

教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
5
1

圃E霊園EヨJ.・屠・・
目立総合経営研修所 ・庭園

企業の努力で維持・管理・保全さ

れたすばらしい樹林や斜面林の景観

を市民に提供し、敷地内部の庭園を

積極的に市民に公開しているという

社会貢献力事価されました。

持母F 雑木林であそぼう

圃量量週出量t亙ヨ・
アルファタウン天王台

開放的な空間を積極的に配置し、

デザインにもきめ細かな配慮を行い、

居住者だけでなく周辺住民や通行者

にもゆとりある空間を提供しようと

いう取り組みが評価されました。

d 

• 

泊
朝
ト

-

J
E
-

一

1
.J
 

3
4
 

手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
の
周
辺

で
、
冬
の
雑
木
林
を
観
察
し
ま
す
。

冬
烏
や
虫
の
冬
越
し
の
観
察
、
樹

皮
の
標
本
作
り
な
ど
、
冬
に
し
か
で

き
な
い
自
然
観
察
を
楽
し
み
ま
す
。

集
合
日
時

・
場
所
ロ
月
初
日
出
午

前
8
時
加
分
烏
の
博
物
館
駐
車
場
集

合
、
午
後
1
時
過
ぎ
同
所
で
解
散
予

定
(
雨
天
実
施
)
〈
往
復
パ
ス
移
動
)

観
察
場
所

手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
(
沼
南
町
)
周
辺
の
林

講
師
小
泉
伸
夫
さ
ん
(
烏
の
博
物

館
友
の
会
、
獣
医
師
)

定
員

先
着
犯
人
(
小
学
生
未
満
は

保
護
者
同
伴
)

参
加
費

無
料

持
参

帽
子
、
水
筒
、
昼
用
の
軽
食
、

お
持
ち
の
方
は
双
眼
鏡
、
ル
ー
ペ、

図
鑑
類

主
催
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

申
し
込
み
・
固

電
話
で
ロ
月
2
日

午
前
9
時
か
ら
烏
の
博
物
館
宮
7
1

8
5
・
2
2
1
2
へ

圃量量週出量t亙ヨ・
台田2丁目の

杉並木の道と杉林周辺

自然の姿を残した樹林の重要性、

市民の散策の場として親しまれてい

ること、そして杉林を守る努力が評

価されました。

-E著書.~竃司E華・

大原邸のガーデン

個人の努力で美しい景観が創出・

維持され、周辺住民や通行者に公開

されていること、同様の個人住宅な

どの今後の景観づくりの手本となり

うる点が評価されました。

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
子
育
て
を
観
察
し
よ
う

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
、
庭
先
で
よ
く

見
か
け
る
身
近
な
烏
で
す
。
白
い
蝶

に
黒
い
ベ
レ

l
帽
、
お
な
か
の
ネ
ク

タ
イ
模
様
が
人
気
の
小
鳥
で
す
。

本
来
は
木
の
洞
に
巣
を
つ
く
り
ま

す
が
、
林
が
少
な
く
な
っ
た
今
で
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
の
す
き
聞
や
郵
便

受
け
な
ど
、
身
近
な
場
所
を
巣
場
所

に
選
ぴ
、
巣
箱
も
好
ん
で
使
い
ま
す
。

巣
箱
教
室
で
は
、
巣
箱
の
か
け
方

や
観
察
の
コ
ツ
、
巣
箱
の
手
入
れ
な

ど
も
学
び
ま
す
。
ご
家
族
で
の
参
加

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
・

場
所
ロ
月
日
日
出
午
後
1

時
泊
分
か
ら
4
時
、
烏
の
博
物
館

対
象
・
定
員

市
内
在
住
の
方
、
加

人
(
小
学
校
2
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
)

持

参

か

な
づ
ち
、
プ
ラ
ス
の
ド

ラ
イ
バ
ー
、
キ
リ
、
寧
手
、
巣
箱

を
持
ち
帰
る
大
き
め
の
袋

参
加
費

6
0
0
円
(
材
料
費
)

主
催
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

申
し
込
み
・
固

電
話
で
ロ
月
2

日
午
前
9
時
か
ら
烏
の
博
物
館
宮

7
1
8
5
・
2
2
1
2
へ

事賀沼ふれおい清掴にと.加を
Iひとりひとりの力できれいな手賀沼ヘjをテーマに、手賀沼ふれあい清

掃実行委員会では、第 13回「手賀沼ふれあい清掃jを行います。

手賀沼の水質浄化をさらに進め、豊かな自然環境を守るために、清掃に参

加してみませんか。

日時 12月7日旧)午前9時から 11時(雨天中止)
集合場所手賀沼親水広場

清掃場所 手賀沼親水広場周辺の道路と遊歩道

持参タオル、軍手など

※清掃作業ができる服装でご参加ください。

申し込み不要 (直接集合野Hへ)
国手賀沼課・内線467
※開催の有無は、当日午前8時からテレホンガイドft7185-5000コード番
号850でお知らせします。

シ
ル
バ
ー
世
代
の
ス
ポ
ー
ツ
と
文

化
の
祭
典
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
徳
島

2
0
0
3
」
が
、
日
月
四
日
か
ら
幻

日
ま
で
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
、
千
葉

ふ
み
こ

県
代
表
と
し
て
参
加
し
た
中
村
史
子

さ
ん
(
船
戸
)
と
新
妻
富
子
さ
ん
(
寿
)

が
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
と
新
妻
さ
ん
が
活
躍

「ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
徳
島
2
0
0
3
」
で
上
位
入
賞

あ

び

...， 
ιー

ワ
レ
も
の
注 .ι
意実ピ

中
村
さ
ん
は
「
水
泳
の
部
」
に
出

場
し
、
混
合
フ
リ
l
リ
レ
l
で
優
勝
、

混
合
メ
ド
レ
ー
リ
レ
l
と
個
人
自
由

形
で
準
優
勝
、
バ
タ
フ
ラ
イ
で
3
位

と
な
り
ま
し
た
。
新
妻
さ
ん
は
「
な

ぎ
な
た
の
部
」
に
出
場
し
、
団
体
戦

読
技
で
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

「
水
泳
は

ω歳
か
ら
始
め
ま
し
た

が
、
続
け
ら
れ
た
の
は
家
族
の
協
力

の
お
か
げ
で
す
。
年
聞
を
通
じ
て
水

泳
が
楽
し
め
る
よ
う
、
市
内
に
公
共

の
室
内
プ
ー
ル
が
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
中
村
さ
ん
。
新
喪
さ
ん
は
「
7
年

後
の
国
民
体
育
大
会
で
、
我
孫
子
市

は
な
ぎ
な
た
競
技
の
会
場
に
な
り
ま

す
。
人
間
形
成
に
つ
な
が
る
な
ぎ
な

た
の
普
及
と
、
後
進
の
指
導
に
力
を

入
れ
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

あ

れ

...， 
ιー

れ

ζ'J簡(f!eぃ ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 
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舗
級
@
喜
劇哨

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催

・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

で

か

け

て

み
ま
ぜ
ん
か

第
ね
回
プ
ラ
ザ
コ
ン
サ
ー
ト

-ー-
日

ロ
月
日
日
回
目
時
開
演

所

市
民
プ
ラ
ザ
(
入
場
無
料
)

出
・
曲
目

立
石
裕
子
さ
ん
(
お
話

ピ
ア
ノ
)
:・
組
曲

「
動
物
の
謝
肉

祭
」

(
サ
ン

・
サ
l
ン
ス
)
、
音
の

宅
急
便
(
木
管
五
重
奏
)
:・
サ
ウ
ン

ド
・
オ
ブ

・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
メ
ド
レ

ー
(
ロ
ジ
ャ
ー
ス
)
、
村
山
玲
子
さ

ん
ほ
か
(
マ
リ
ン
バ
、
リ
コ
ー
ダ
l
、

ピ
ア
ノ
、
ギ
タ
1
)
:
・「
墨
に
願
い

を
」
ピ
ノ
キ
オ
よ
り
(
ハ

l
ラ
イ

ン
)
、
コ
ン
ド
ル
は
と
ん
で
い
く

(
ロ
プ
レ
ス
)
ほ
か

対

先
着
1
3
0
人

圃

教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
5
1

第
3
回
大
正
琴

ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

ロ
月
H
日
冊
目
時
開
演

ア
ピ
ス
タ
(
入
場
無
料
)

林
宮
7
1
8
6
・
0
3
4
6

t1 怠

圃所日
メ
リ
l
ク
リ
ス
マ
ス
湖
北
台

第 1106号

日

ロ

月
初
日
回
目
時
i
v即
時

所

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
入
場

無
料
)

肉

親
子
ク
リ
ス
マ
ス
映
画
大
会
、

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

(映
画
音

楽
特
集
)
、
お
し
る
こ
(
ロ
時
i
u

時
〈
無
料
〉
)

あ
し

出

葦
筒
、
ヴ
イ
ヴ
ァ

・
マ
ン
ド
リ

l
ノ

主

湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

日
・:
日
時

所
・
:
場
所

内
・
:
内
容

8 圃 会
7 

湖
1 ;11二
1 台
2 :i丘
2 隣

セ
ン
タ

ft 
7 
1 

第
2
回
布
佐
地
区
社
協
ま
つ
り

日
・
所
ロ
月
比
日
冊
目
時
i
U
時、

布
佐
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
(
入
場

無
料
)
〈
小
雨
実
施
)

内

骨
密
度
測
定
、
お
側
っ
き
、
津

軽
三
味
線
演
奏
、
遊
び
作
り
コ
ー
ナ

ー
(
竹
馬
、
竹
ぽ
っ
く
り
ほ
か
)
、

囲
碁
、
将
棋
、
あ
や
と
り
、
お
手
玉
、

展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
(
率
い
す
、

高
齢
者
等
の
疑
似
体
験
)
、
作
業
所

出
庖
、
健
康
相
談

圃

布
佐
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
宮

間

7
1
8
9
・
2
1
1
9

(月
・
水

.
金
昭
日
)

第
げ
固
ホ
ッ
ト
ポ
ッ
ト
の

ク
リ
ス
マ
ス
会

日

ロ

月
6
日
同
日
時
却
分
S
M
時

所

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の
演
奏
、

ク
イ
ズ
、
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
タ
劇

費

1
0
0
円
(
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
)

主

ホ
ッ
ト
ポ
ッ
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く

D
協
議
会

圃

t
z
u
7
1
3
9
・
7
9
5
1

中
央
学
院
大
学
吹
奏
楽
団

第

9
固
定
期
演

奏

会

日
・
所
ロ
月
日
日
回
目
時
開
演
、

相
市
民
文
化
ム
嘉
(
入
場
艶
…
料
)

指
揮

志
由
美
樟
子
さ
ん

曲
目

序
曲

「ピ

1
タ
1
ル
1
」
作

品
切、

行
進
曲

「美
中
の
き

、
デ

ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
皿、

ア
ン
サ
ン

ブ
ル

・
ス
テ
ー
ジ
ほ
か

圃

同
大
学
学
生
課
宮
7
1
8
3
・

6
5
1
8
 

第
叩
回
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ニュ
l
イ
ヤ
l
コ
ン
サ
ー
ト

日

1
月
お
日
冊
目
時
却
分
開
演

所

柏
市
民
文
化
会
館
(
入
場
無
料
)

出

新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団
、
小
松
長
生
さ
ん
(
指
揮
)
、

戸
田
弥
生
さ
ん
(
バ
イ
オ
リ
ン
)

曲
目

へ
ブ
ラ
イ
組
曲
よ
り
第
1
番

(
グ
リ
ッ
ク
)
、
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲

(
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
1
)
、
シ
エ
ヘ
ラ

ザ
l
ド

(R
・
コ
ル
サ
コ
フ
)

対

我
孫
子
市

・
柏
市

・
流
山
市
在

住
の
方
、
1
4
0
0
人
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

申
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
の
裏

面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
復
信
の
表
面
に
住
所
、

氏
名
を
明
記
し
、

ロ
月
四
日
消
印
有

効
で
〒
2
7
7
1
8
5
3
9
柏
市
新

十
余
二
5
三
協
フ
ロ
ン
テ
ア
側
ニ
ュ

ー
イ
ヤ
1
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局
宮
7

1
3
3
・
6
6
6
6

※
ハ
ガ
キ
1
枚
に
2
人
分
希
望
の
場

合
は
2
人
分
記
入
可
。

※
応
募
は
1
人
1
回
限
り
。

※
未
就
学
児
の
同
伴
は
不
可
。

第
2
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

車
い
す
を
贈
ろ
う
紅
白
歌
合
戦

日

ロ

月
初
日
出
口
時
5

所

市
民
会
館
(
入
場
無
料
)

内

演
歌
、
懐
メ
ロ
、
舞
踊

特
別
ゲ
ス
ト

北
原
謙
二
さ
ん

圃

N
G
O
レ
ッ
ド
ハ
1
ト
国
際
委

員
会

・
京
宮
0
9
0
・
3
2
1
8
・

q
U
F
O
ヴ

'
F
O

参

加

て

み
ま
ぜ
ん
か

し

地
域
福
祉
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

公
開
講
演
会

日
・
所
ロ
月
口
日
附
9
時
加
分
1

日
時
却
分
、
ア
ピ
ス
タ
(
参
加
無
料
)

内

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
j
聞

き
上
手
に
な
る
た
め
に
は

S
講
師
・

•• 

鈴
木
絹
英
さ
ん

(N
P
O
法
人
ホ
1

出
・:
出
席
者
・

出
演
者

対
・
:
対
象
・

定
員

持
・
:
持
参

種
・・・種目

ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
協
会
代
表
)

※
手
話
通
訳
付
き
。

対

先
着
1
5
0
人

圃

我
孫
子
地
区
公
民
館
8
7
1
8

2
・
0
5
1
1

着
1
0
0人

申

・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
人

数
を
明
示
し、

例
千
葉
県
福
祉
ふ
れ

あ
い
財
団
長
寿
課
宮
0
4
3
・
2
2

1
・
7
4
4
8
m
0
4
3
・
2
2
1

冬
の
古
利
根
ク
リ
ー
ン
作
戦

-
4
7
7
7
 

江
戸
東
京
史
跡
文
学
散
歩
の
会

村
川
裂

と

地

元
ゆ
か
り
の
文
人
た
ち

日
・
所
ロ
月
日
日
側
、
日
日
出
、

我
孫
子
駅
南
口
9
時
日
分
集
合
(
小

雨
寒
施
)

行
程

我
孫
子
駅
(
直
哉

・
楚
人
冠

ほ
か
)
4
田
中
邸
(
寺
山
修
司

)
4

三
樹
荘
(
宗
悦、

蛸
山
、
秋
桜
子
)

↓
茂
吉
歌
碑
↓
子
の
神
(
大
町
桂
月
、

空
穂
)
4
志
賀
邸
跡
4
深
川
正

一
郎

邸
(
虚
子
高
弟

)
4
大
衆
キ
ネ
マ
跡

(
岡
田
嘉
子

)
4
杉
村
邸

費

各

日

5
0
0
円
(
資
料
代
含
む
)

申

・
圃

電
話
で
越
岡
宮
7
1
8
4

.
2
0
4
7
 

し

め
注
連
飾
り
講
習
会

日

ロ

月
比
日
冊
9
時

i
m時
初
分

集
合
場
所

古
利
根
沼
中
央
和
一排
水

路
広
場
(
雨
天
中
止
)

内

沼
周
辺
の
清
掃
活
動
、
清
掃
終

了
後

「古
利
根
自
然
観
渠
の
森
」
で

観
察
会

持

長
靴
、
寧
手

圃

古
利
根
の
自
然
を
守
る
会

・
土

子
宮
7
1
8
7
・
2
3
4
1

第
4
回
家
庭
介
護
教
室

介
護
で
へ
こ
た
れ
な
い

日
・
所
ロ
月
日
日
同
日
時
加
分
5

日
時
却
分
、
テ
ラ
ス
あ
ぴ
こ
(
我
孫

子
駅
南
口
八
坂
神
社
隣
)

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内

「
均
来
性
高
齢
者
と
の
関
わ
り

方
と
介
護
」
講
師
:・
青
柳
育
子
さ
ん

(
群
馬
松
嶺
福
祉
短
編
大
学
講
師
)

日

ロ

月
初
日
回
目
時
1
日
時

対

家
庭
で
介
護
し
て
い
る
方
、

こ

所

日
秀
集
会
所

れ
か
ら
介
護
を
す
る
か
も
し
れ
な
い

指
導

t
z
T、
暴

方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
し
て
い

対

先
着
加
入

る
方
、
先
着
加
入

費

1
0
0
0
円
(
材
料
費
代
)

費

8
0
0
円
(
お
茶
菓
子
付
き
)

申

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
を

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

申

・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ

ロ

月
日
日
消
印
有
効
で
〒
2
7
0
1

l
ル
で
N
P
O法
人
テ
ラ
ス
あ
ぴ
こ

1
1
2
2
中
星
加
の
3
湖
北
支
所
2

・
渡
透
g
m
7
1
8
3
・
8
8
6
6

階
湖
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

E
メ
l
ル
件
。
=
・
c
m@
寸

-2円
ω

圃

中
川
宮
7
1
8
8
・
8
9
3
9

F
C

Z
-n
0
・
5

料
理
講
習
会
持
ち
帰
り
用

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

ク
リ
ス
マ
ス

・
ノ
エル
ケ
ー
キ
作
り

経

済

計

画

講

座

日

ロ

月
幻
日
冊
目
時
加
分
5
日
時

日
・
所

2
月
辺
日
冊
目
時
5
日
時
、

初
分

千
葉
県
教
育
会
館
本
館
(
千
葉
市
中

所

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

央
区
4
の
日
の
叩
)
〈
参
加
無
料
〉

対

先
着
目
人

内

「

資
産
運
用
と
円
満
相
続
の
し
費

2
0
0
0
円
(
材
料
費
含
む
)

か
た
」
講
師
:・
茂
木

一
晃
さ
ん
(
健

持

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用

康

・
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ

イ

ザ

具
申

・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
高
橋

対

お
お
む
ね

ω歳
以
上
の
方
、
先

宮
附
7
1
8
5
・
0
0
4
3

-R
・
:
費
用

申
・:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

※相談名が色付きのものは予約制です。
相 識 名 日 時 場 所 問い合わせ

2日((火火))、、4印刷、9日(火)、11日(木)、 市民相議室 秘書課法 律 キ目 談 16日 、18日(木) 9:30-15:30 I (本庁2階)
※予約は12月1日(月)8時30分から電話で秘書課ヘ

内線269

県民無料法律相談 12日(金)、19日(金)13:00-16:00居期蔚)東葛飾地域

8県似民7セ・3ンタ-(民事) ※予約は相談日の週の最初の平日の9時から電話で右記ヘ 65-3∞8 

税 務 キ目 談
19日(金) 10:00-15:00 収税課 収税課

※予約は12月15日(月)8時30分から電話で眼税課へ 内線341
人 権 キ目 談 5日(金) 10:00-15:00 酉別館2陪面議室 生活支援課
行 政 キ目 談 10日(水) 10:00-12:00 

市民相談室
秘書課

不動産相 談 12日(金) 10:00-15:00 都市計画課
住 'セ‘『 キ目 談 12日(金) 10:00-15:00 消費生活センター 内線553
交 通 事 故 相 談 8日(月) 10:00-15:00 交通整備課 交通整備課

'L' の 相 談 4日(木) 13:30-15:40 福祉総合相議室福祉総合相議室
酒 害 キ目 談 5日(金) 13:30-15:00 内線393

4カ 月 児 相 談 2・9日(火) 9:00-9:50受付 保健センター 保健センター

育 児 キ目 談 17日(水) 9:15-10:00受付 87187・1131

未熟児等発達相談 25日(木)13: 15-14 : 00受付
療 育 キ目 談
アルコール悩みごと相談 1 . 15日(月)14:00-16:00 相保健所

柏保健所

心の健康相談 5・12・17・26日 14:00-16:00 87167・1255

女性のための健康相談 婦人科…9日(火)内科…16日(火)

健 康 キ目 談
5日(金) 10:00-11: 15 つつじ荘 つつじ荘
12日(金) 10:00-11: 15 西部福祉センター 西部福祉セン9-

健康生きがいづくり相談 9日(火) 10:30-16:00 社会福祉協議会1 . 15日(月) 9:00-15:00 
心配ごと相談 8日(月) 9:00-15:00 保健センター

社会福祉協議会

22日(月) 9:00-15:00 布佐市民センター
87184・1539

結 婚 キ目 談 7・21日(目) 10:00-14:00 社会福祉協議会

参月の相談曾周@ぷ協活色沼謂
教室 名 日 時 定員参加費 持参 ・備考

裂き織り教室
①9:3(}v12:00 各回

5∞円1m四方の古布、ハサミ9日(火)ø13 :~;5 : 30 6人

糸のこ教室(トナカイ)11日(木)10:∞寸2:初 5人3∞円 なし

牛乳1'¥"Jクでハガキ 12日(金)10:件 12:∞5人3∞円パスタオルまたはタオル2枝
作り教室

小袋作り教室(サイフ)17日(水)10:αト15:∞7人3∞円4伽nx4伽nの純・柄布告1性、16
閉鎖7-，スナー、雛道具、艶

木工教室(ミニ踏み台)17日(水)10:αト12:∞5人3∞円 なし

刃研ぎの講習会 20日(土)①10:0か12:∞各回
3∞円包丁(2本以内)

(包丁研ぎ) @13:0か15:∞5人
トールペインァィング21日(日)10:件 12:∞7人 7∞円丸筆・平筆各2本、ぞ
教室(羽子板) うきん、エプロン

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

申し込み 電話で月曜日を除く毎日9時から17時までに、ふれあい工房運営協
議会8718か5500ヘ(いずれも定員になり次第締め切り。キャンセjレの場合は

必ずご連絡を。キャンセル待ちの方は、開催目前日にご連絡ください)

。リサイクルアドバイザー
*木工アドバイザ一…休館日を除く毎日10時----17時
*家具リフォーム ・リペア相談…毎週日曜日13時----16時
*おもちゃの病院…毎週日曜日13時----16時
*おしゃれアドバイザー…5週日を除く毎週水・木曜日10時----15時
*牛乳パ、ソクでハガキ作り相談…第2金曜日13時----15時
*裂き織り相談・・・第3金曜日10時----15時 / 

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページア ドレス http://www.city.abiko.chiba.jp



第 1106号

か
き
ぞ
め
書
道
教
室

日
・
所
ロ
月
比
日
、
お
日
、

1
月

U
日
、
お
日
の
い
ず
れ
も
日
曜
日
目

時
i
ロ
時
、
柴
崎
自
治
会
館

対

小
・
中
学
生
、
先
着
目
人

※
継
続
し
て
で
き
る
方
を
優
先
。

費

1
回
6
0
0
円

持

書
道
用
具
一
式
、
古
新
聞

申
・
圃

往
ハ
ガ
キ
か
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
で
〒
2
7
0
1
0
0
7
7
柴
崎

1
6
1
の
6
宮
崎
千
恵
子
宮
町
7
1

8
5
・
3
1
0
0

-ー-
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
踊
ろ
う

無

料

講

習

会

日

ロ

月
幻
日
制
ロ
時
叩
分
S

所

ア
ピ
ス
タ

対

先
着
お
人

持

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ

J
A
Z
Z
ダ
ン
ス
・
石
井

宮
附

7
1
8
5
・
8
2
3
1

参
加
型
講
演
会

ど
の
子
に
も
学
力
が
つ
く

日

ロ

月
5
日
働
叩
時

S
U時

所
ア
ピ
ス
タ

内

「

生
き
る
力
つ
て
な
あ
に
?
」

講
師
:・
平
井
雷
太
さ
ん
(
セ
ル
フ
ラ

1
ニ
ン
グ
研
究
所
所
長
)

.. 
ti 事

な
が
お
か

長
岡

実
王
台
・

1
歳

3
カ
月
)

あ
姉
ち
ゃ
ん
が
大
路
き
!
幼
稚

園
パ
ス
を
元
気
よ
く
手
を
握
っ
て

お
出
迎
え
し
て
い
ま
す
。

奨
依
ち
ゃん

(5) 2003.12.1 

対

先
着
印
入

費

1
0
0
0
円

主
教
え
な
い
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

お
お
ず

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
大
図

宮
削

7
1
3
9
・
7
7
3
6

ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
料
理

ロ
月
日
日
冊
目
時
却
分
S
H時

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

先
着
却
人

2
5
0
0
円

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用

日所対費持具申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
ク
リ

ス
マ
ス
と
お
正
月
料
理
を
作
る
会
・

小
泉
宮
郎
7
1
8
4
・
9
9
8
3

ぼ
し
ゅ
う

放

送

大

学

学

生

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

で
授
業
を
行
、
ヱ
坦
一
信
制
の
4
年
制
の

大
学
で
す
。
平
成
時
年
度
第
1
学
期

(
4
月
入
学
)
教
養
学
部
生
、
大
学

院
修
士
科
目
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
学
生
①
教
養
学
部
:
・
全
科
履

修
生
、
選
科
履
修
生
、
科
目
履
修
生

②
大
学
院
(
文
化
科
学
研
究
科
)
:・

岡空
野の

あ
い
み

愛
未
ち
ゃ
ん

(
久
寺
家
・

1
歳

5
カ
月
)

あ
兄
ち
ゃ
ん
の
影
響
で
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
コ
ス
モ
ス
ガ
大
路
き
芯
、

我
ガ
家
の
や
ん
ち
ゃ
姫
で
す
。

修
士
科
目
生

※
い
ず
れ
も
入
学
試
験
は
無
し
。

募
集
期
間
ロ
月
日
日
5
同
年
2
月

m日
圃

同
大
学
東
京
足
立
学
習
セ
ン
タ

ー
宮

ω
・
5
2
4
4
・
2
7
6
0

※
詳
し
く
は
ホ
1
ム
ペ

1
ジ

F
R℃一

¥
¥毛
若
者
-CE包
円
・
釦
の
・
号
¥
『
匂

赤
十
字
看
護
学
生

対

高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
平
成
時

年
3
月
卒
業
見
込
み
の
方
、
初
人

出
願
期
間
ロ
月
日
日
i
平
成
同
年

1
月
比
日

試
験
日
第
一
次
:
・
1
月
初
日

ω、

第
二
次

:
i月
辺
日
同

入
試
科
目

国
語
I
・
E

(古
典
、

漢
文
を
除
く
)
、
英
語
I
-
E
、
選

択
科
目
(
生
物
I
B
・
数
学
I
)
か

ら
一
科
目
選
択

資
料
請
求
・
圃

5
0
0
円
分
の
小

為
替
ま
た
は
切
手
を
同
封
し
〒
2
8

6
1
8
5
2
3
成
田
市
飯
田
町

ωの

1
成
田
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
入
試

係
官
0
4
7
6
・
2
・
2
3
1
1

ジ
ャ
ズ
体
操
会
員

毎
週
月
曜
日
目
時
i
M時
初
分

所

根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

ス
ト
レ
ッ
チ
と
リ
ズ
ム
体
操

(
健
康
体
操
)
〈
無
料
体
験
あ
り
〉

対

中
高
年
の
方

費

月

額

3
0
0
0
円
、
入
会
金
2

0
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
鈴
木
宮
7
1
8
4

.
7
7
7
2
ま
た
は
直
接
会
場
へ

日
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
白
樺
会
会
員

月
1
回
ラ
ウ
ン
ド
、
月
1
回
練

習
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

費

実

費

申
・
圃

電
話
で
松
田
宮
0
9
0
・

7
8
4
0
・
3
6
9
3

0
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日

お
し
ら
ぜ

市

議

会

定

例

会

平
成
日
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

は
ロ
月
4
日
同
に
開
会
さ
れ
、
一
般

質
問
は
ロ
月
日
日
岡
、
ロ
日
樹
、
日

日
開
の
3
日
間
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

圃

議
会
事
務
局
・
内
線
2
6
0

記
録
的
な
豪
雨
の

「
浸
水
状
況
図
」
を
作
成

8
月
5
日
、
我
孫
子
市
で
発
生
し

た
1
時
間
に
ね
酬
と
い
う
記
録
的
な

集
中
豪
雨
に
よ
る
道
路
冠
水
な
ど
、

浸
水
状
況
図
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

閲
覧
場
所

市
役
所
治
水
課

圃

治
水
課
・
内
線
5
5
8

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

日
・
所
ロ
月
四
日
同
日
時
加
分
5

日
時
必
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
相
談
室
(
市
役
所
西
別
館
3
階
)

柏
市

新
春
ア
ミ
ユ
ゼ
寄
席

1
月
お
日
働
時
時
加
分
S

所

ア
ミ
ユ
ゼ
柏

出

三
遊
亭
楽
太
郎
さ
ん
、
古
今
亭

志
ん
輔
さ
ん
、
柳
貸
家
小
雪
さ
ん
、

柳
家
小
太
郎
さ
ん
ほ
か

費

3
5
0
0
円
、
白
歳
以
上
3
0

0
0
円
(
全
席
指
定
)

チ
ケ
ッ
ト
販
売

電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
柏
市
役
所
文
化
課
チ
ケ
ッ
ト
ガ
イ

ド

宮
間

7
1
6
7
・
5
7
8
5
ま
た

日

内

専
門
医
師
に
よ
る
無
料
相
談

対

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族

申
・
圃

電
話
で
介
護
支
按
課
宮
7

1
8
6
・
1
4
1
1
(予
約
制
)

窒
素
酸
化
物
の

排
出
抑
制
に
ご
協
力
を

千
葉
県
で
は
、
平
成
時
年
1
月
担

固
ま
で

「千
葉
の
そ
ら
、
み
ん
な
の

力
で
、
き
わ
や
か
に
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
b
h
魚
に
お
け
る
窒
紫

酸
化
物
排
出
抑
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

車
は
、
空
気
を
汚
す
大
き
な
原
因

の
一
つ
で
あ
る
N
O
X
(窒
紫
酸
化

物
)
の
約
半
分
を
排
出
し
て
い
ま
す
。

特
に
冬
は
、
上
空
の
暖
気
と
地
表

の
冷
気
の
境
目
に
、
地
表
の
汚
れ
た

空
気
を
閉
じ
こ
め
る
逆
転
層
が
で
き

や
す
く
、
-
年
で
最
も
大
気
が
汚
れ

ま
す
。空

気
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

*
マ
イ
カ
ー
通
勤
を
控
え
、
電
車
や

パ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

※・ 圃 末 は
未 1 年直
就 4 柏始接
学 9 市を(
児 4 役除土
の所く
入文)日
場化曜
は謀日
不 宮
可 7 祝
。 1 日

6 
7 年

総
戸
市

1
8
6
7
年
パ
リ
万
国
博

賞
会
と
徳
川
使
節
団

日

ロ

月
初
日

5
平
成
時
年
4
月
4

日、

9
時
却
分

1
日
即
時
却
分

所

松

戸
市
戸
定
歴
史
館
(
松
戸
駅

東
口
下
車
徒
歩
叩
分
)

内

パ
リ
万
国
博
に
将
軍
の
名
代
と

し
て
参
加
し
た
徳
川
昭
武
所
用
の
陣

羽
織
、
陣
笠
、
金
時
計
、
和
文
と
仏

文
の
日
記
、
万
博
会
場
の
写
真
ほ
か

入
館
料

1
5
0
円

(
1
2
0
円
)
、

高
校
・
大
学
生
1
0
0
円
(
初
円
)

小
・
中
学
生
田
円
(
必
円
)

※
カ
ツ
コ
内
は
団
体
料
金
。

*
一
人
乗
り
は
不
経
済
な
、
?
ぇ
、
交

通
目
事
乞
増
や
し
ま
す
。
車
の
共
同
利

用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

*
不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
控
え

ま
し
ょ
う

*
寧
を
買
い
替
え
る
際
は
、
環
境
に

や
さ
し
い
寧
を
環
び
ま
し
ょ
う

圃

手
賀
沼
謀
・
内
線
4
6
3

犬

猫

里

親

毎
月
第
2
日
曜
日
日
時

1
日
時

所

市
役
所
議
会
棟
前
駐
車
場
(
雨

天
実
施
)

内

捨
て
犬
・
猫
の
飼
い
主
探
し

※
犬
猫
の
引
き
取
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

対

終
生
飼
育
、
避
妊
去
勢
な
ど
書

面
で
約
束
で
き
る
方

費
無
料
(
た
だ
し
飼
い
主
に
決
定

し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
か
か

っ
た
ワ
ク
チ
ン
代
等
の
医
療
費
が
実

費
負
担
と
な
り
ま
す
)

持

身
分
証
明
書

圃

小
さ
な
命
を
救
、
っ
会
・
畠
山
宮

0
9
0
・
6
1
6
8
・
1
3
0
1

日休
館
日

月
曜
日
、
ロ
月
お
日
1
1

月
5
日、

1
月
日
日

圃

戸
定
歴
史
館
宮
0
4
7
・
3
6

2
・
2
0
5
0

野

田
一市

N
響
室
内
楽
の
楽
し
み
方

日

ロ

月
7
日
側
U
時
開
演

所

野
田
市
文
化
会
館

内

N
H
K交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
団
コ
ン
サ
ー
ト

費

S
席
2
8
0
0
円、

A
席
1
8

0
0円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

野
田
市
文
化
会

館
、
併
の
ホ
1
ル
、
ジ
ャ
ス
コ
ノ
ア

庖
1
階
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
、
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
ほ
か

圃

野
田
市
文
化
会
館
宮
7
1
2
4

.
1
5
5
5
 

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
。

n
U

一円
U

一円
U
-

p
o
-
E
J
-
n
o
-

n
u
-
-
n
u
-
-
n
U

一

円ζ
一n
u
一円
ζ

一

E
d
-
8斗
一

E
d
一

圏
一圏
一圏
一園
一園
一圏
一一一
園
一旦一場一
圏
一高
一口一
園
一

所
一
公
一
唯
一
公
一
:
一
公
一
公
一
三
ぬ
一
耕
一
湘
一
公
一
瑚
一
臥
一
公
一
一

前
一ペ
一北一公一

U
一
東
一
七
一
川
一
畑
一
刊
一尻
一
明
一
明
一
川
三

一3
一
ト
一
一
北
一
ト
一
十
一
け
一
筋
一円
一
L
一以
一校一敷一
一

寺
、

一
品
ロ
リ
一
」
台
一
般
一
劃
一
持
一丹一
池
一必
一判
一勇一
一

峠
一
主
の
一
木
一
日
一
四
一知
一川
一世

帯

一山一
屋
一

中
一
浅
一
柴
一
森
一
新
一
天
一
根
一
久
一
つ
一
れ
一
品
口
凱
一
白
一
東
一

3
・
げ
一

4
・
均
一

5
・
悶
一

m-M一
円
・
お
一
位
・
ぉ

水

一

木

金

水

一

木

金

ム一
A

移動図書館そよかぜ号底抗dより
時間場曜日|日

13:20-13:50 

パーパタイム(対象 :4歳......9歳児)

場 所 | 日 時

市民図書館14日・18日(木)1 

湖北台分館1 12日(金) 116:∞-16:初|素話、絵本の読み聞かせほか

布佐分館111日・25日(木)1 

14:10-14:40 

15:00-16:00 

13:20-13:50 

14: 10-14:40 

15:00-16:00 

13:20-13:50 

14:15-14:45 

15:00-16:00 

14:00-15:00 

14:00-14:30 

市民図書館 87184・1110
湖北台分館 87187・3055
布佐分館 87189・1311
移動図書館 87187・0909

L-ー内 容

円相

tヨF内

作 品 ・ 作 者 |展示期間
信み物…松永ナナ子とシルバー人材センターの仲間たち'

湖北台分館|標本ー技、鈴木幸子、木村あい峨ひろ子、山抑制、組久子、鳩幸子w

E栂美子、競軒、岩井幹、隣組、鰯眠坦つる、臓とし子'112月10日
身体時者福祉センター縦展 岡田清光、怖栄ー、際情、上陽I1月112日

布佐分館liE博、制閥、鈴IJ¥種村恵子、鵠鵬、寺岡静子、時瀬、田館、l
繍弘人平石脱水騎演、村田棚、盛美代子、棚敬ー、横山雌

Vおはなし会

ミッフィータイム(対象:1歳......3歳児)

場 所 | 日 時

一一，J
一
l
-

-フ
一

ヤ
一

ギ
一
所

ニ一主
場

市民プラザギャラリー
催し名・問い合わせ 日 時

第8回 11月28日(金)"'12月3日休)
森林美術家連盟展 10:00-18:30 (3 
武田87182・1601 日は17時まで)

第49回 5日(金)-10日(水)

大利根美術協会展 10:00-18:00 (5日11

日暮87182・4048 13時から、 10日 ~17時まで)

第10回 12日(金)-17日(水)

土火人の会陶芸作品展 10:00-18:00(12日11

羽二生87188・7673 14時から、 17日 ~16時まで)

グループ彩絵画展 19日(金)-24日(水)

10:00-18:00 (19日は
高橋87169-2162 13時から、24日 ~17時まで)

入場無料

ζ剃簡(f;eぃ

15:00-16:00 

ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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康

-ー-
M
W

歳
か
ら
叩
歳
の
方

成
人
歯
科
健
診
は
お
済
み
で
す
か

平
成
日
年
度
中
に
必
歳
か
ら
印
歳

に
な
る
方
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
成

人
歯
科
健
康
診
査
は
、
ロ
月
中
で
終

了
し
ま
す
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
委

券
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
診
券
と
委
託
医
療
機
関
一
覧
を
お

送
り
し
ま
す
。
受
診
券
が
届
い
た
ら
、

事
前
に
委
託
医
療
機
関
で
予
約
し
、

A
義
券
を
持
参
し
て
健
挙
乞
受
け
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
受
診
券
を
粉
失
し
た
場
合

な
ど
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

7
・
1
1
3
1
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
を
考
え
る
集
い

S
未
成
年
の
ア
ル
コ
E

ル
問
題
を
考
え
よ
う
:

今
、
未
成
年
の
飲
酒
が
増
え
て
い

ま
す
。
最
初
は
、
軽
い
気
持
ち
で
口

に
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
が
、
シ
ン
ナ
ー

や
薬
物
依
存
へ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
、

こ
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
っ
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
、
フ
か
。

こ
の
機
会
に
、
思
春
期
と
ア
ル
コ

t1 怠

~ 
娼
咽

申
し
込
み
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
芝
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

性
別
、
返
信
あ
て
先
を
明
記
し
、
ロ

月
5
日
必
着
で
〒
2
7
0
1
1
1
6

6
我
孫
子
1
8
6
1
社
会
福
祉
協
議

会
宮
7
1
8
4
・
1
5
3
9
へ

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
川
ち
ば

社
会
福
祉
施
設
等
に
就
職
を
希
望

す
る
方
を
対
象
に
、
各
施
設
の
職
員

に
よ
る
個
別
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
ロ
月
6
日
出
午
後
0

時
却
分
か
ら
3
時
却
分
、
幕
張
メ
ツ

セ
国
際
会
議
場
(
参
加
無
料
)

圃

千

葉

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
宮

0
4
3
・
2
4
8
・
1
2
9
4

恩
給
欠
格
者

・
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆
さ
ん

に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
賞
状
な
ど
を

贈
呈
い
た
し
ま
す
。

①
旧
軍
人
寧
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
、
恩
給
欠
格
者
の
方

。
外
地
等
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、
加

算
年
を
含
む
在
職
年
が
3
年
以
上
の

方
と
実
在
職
年
が
1
年
以
上
の
方

。
内
地
勤
務
経
験
の
み
の
方
で
、
加

算
年
を
含
む
在
職
年
が
3
年
以
上
の

方
と
実
在
職
年
が
1
年
以
上
の
方

。
上
記
対
象
者
で
、
請
求
を
行
、
っ
こ

4・・翻面識圏雲掴~

障害者の有料道路割引制度
改正内容・改正時期

①割引証を廃止し、身体障害者手帳または療育手帳のみ

で割引が適用…平成 15年12月1日聞から

①ETCノンストップ走行時の割引が適用…平成 16年1

月20日閃から

※割引の有効期間は2年ですが、更新可能です。

対象①身体障害者手帳または療育手帳をお持ちの方で、

自ら運転する場合 ①身体障害者手帳または療育手帳の

1種の方を、介護している方が運転する場合

手続き方法 市福祉総合相談室で障害者手帳に車両ナン

バーを登録します。

持参 ①身体障害者手帳または療育手帳 ②車検証

運転免許証(障害者手帳の唾別が「第2種Jの方で、

ら運転する場合のみ)

手続き期間平成 15年12月1日側から平成 16年5月

31日側

※現在利用されている割引証は、平成 16年5月31日ま

で利用できます。

※ETCを利用される方は、市福祉総合相談室へお問い

合わせください。

圃市福祉総合相談室・内線350

第 1106号

一
緒
に
考

ー
ル
の
関
係
に
つ
い
て
、

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所
ロ
月
日
日
出
午
後
1

時
受
け
付
け
、
午
後
1
時
却
分
か
ら

4
時
、
市
民
会
館
(
参
加
無
料
)

内
容
寸
劇
:
・
未
成
年
だ
っ
て
飲
み

た
く
な
る
よ
!
(
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
会

「ト
ゥ
ハ

l
ト
」
)
講
演

:
・
「
思
春
期
の
揺
ら
ぎ
と
ア
ル
コ
ー

ル
問
題
」
講
師
:
・田
中
純
夫
さ
ん

(
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学

部
助
教
授
)

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

固

福
祉
総
合
相
談
室
2
7
1
8
5
・

1
6
3
1
 

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
3
級
課
程

日
時
・
場
所

講
義
:
・
ロ
月
ロ
・
日

.げ

-m
・
凶

-
M
・
お
日
の
主
に

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
初
分
(
合

計
お
時
間
)
、
市
民
会
館
ほ
か
実

習
:
・
ロ
月
か
ら
3
月
の
4
日
間
(
合

計
お
時
間
)
、
ア
コ
モ
l
ド
、
和
楽
園
、

ロ
イ
ヤ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
象

市
内
在
住
の
方
、
必
人
(
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

費
用

9
4
0
0
円

① 

自

相保健所の年末年始の業務案内
12月27日(土)から1月4日(日)まで簡斤です。検査等の
年末量後、年始最初の受付日11次のとおりです。

内 容 12月 1月
ー般健康相談 3日(水) 7日(水)
(予約制) 結果は10日(水)結果は14日(水)

事業所綬診 17日(水) 14日(水)(予約制) 結果削月5日{月)

必須項目 18日(木) 8日(木)水質検査 結果1~25日(木)

(予約制)
全項目

16日(火) 13日(火)結果は1月5日{月)

腸内細菌検査 18日(木) 5日(月)結果1~25日(木)

エイズ相談・検査 16日(火)
6日(火)結果1~26日(金)

保健所 25日(木) 8日(木)
飼えなくなった 午前9時-10時 午前9時-10時
犬猫の引き取り輸銀セント25日(木) 5日(月)東葛飾支所 午前9除E午

と
な
く
亡
く
な
ら
れ
た
方

請
求
期
限
平
成
げ
年
3
月
白
日

②
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

請
求
期
限
平
成
口
年
3
月
白
日

※
請
求
書
類
は
、
市
役
所
生
活
支
援

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

請
求
さ
れ
た
方
は
、
請
求
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

圃
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
宮
0
1
2
0
・
2
3
4
・

9
3
3
 

M
M
月
4
日
か
ら
叩
固
ま
で
は

人
権
週
間

人
間
は
、
だ
れ
で
も

「幸
福
な
生

活
を
送
る
権
利
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
権
利
が
人
権
と
い
わ
れ
る
も
の

で
、
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
権
利
で
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
人
権
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
相
手
の
立
場
を
考
え
た
明

る
い
社
会
を
築
く
た
め
、
人
権
週
間

に
特
設
人
権
相
談
等
を
行
い
ま
す
。

人
権
週
間
強
調
事
項

*
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

i
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
i

*
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

*
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

*
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ、っ
*
障
害
の
あ
る
方
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う

*
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

*
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

*
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

*
H
I
V
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

*
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

*
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

*
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
や
め
よ
う

*
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

。
あ
な
た
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い
ま

す
か

。
他
人
の
人
権
を
侵
し
て
い
ま
せ
ん

カ特
設
人
権
相
醗
所
を
開
設

相
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
千
葉

地
方
法
務
局
相
支
局
で
は
、
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日

時

ロ
月
5
日
働
午
前
日
時
か
ら

午
後
3
時
(
費
用
無
料
)

場
所
生
活
支
摂
謀
(
市
役
所
西
別

館
2
階
)

相
蔽
内
容

い
じ
め
、
親
子
・
夫
婦
・

扶
養
・
相
続
な
ど
の
家
庭
問
題
、
借

地
・
借
家
・
名
誉
・
信
用
・
差
別
・

い
や
が
ら
せ
な
ど
人
権
上
の
問
題
や

悩
み
ご
と
な
ど

相
醗
員
人
権
擁
護
委
員
(
表
て
る

子
委
員
、
中
野
て
る
子
委
員
)

圃
生
活
支
援
謀
・
内
線
3
7
7

健
康
メ
宅

@ 

一
口
に
耳
鳴
と
い
っ
て
も
、
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
他
人
に
ま
で
聞
こ

え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
手
は

自
分
の
み
が
感
じ
る
も
の
で
す
。
だ

れ
に
で
も
一
時
的
な
耳
鳴
は
生
じ
る

こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
静
か
な
環
境

で
は
殆
ど
す
べ
て
の
人
が
耳
鳴
を
感

じ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
心
配
あ
り

ま
せ
ん
。

高
齢
化
の
時
代
に
な
っ
て
耳
鳴
で

悩
ん
で
い
る
方
々
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ
ブ
や
ヘ
ッ
ド
ホ

ー
ン
で
大
き
な
音
を
聞
い
た
の
ち
、

耳
鳴
を
訴
え
て
来
院
す
る
若
者
も
多

く
な
り
ま
し
た
。

耳
鳴
の
本
態
は
ま
だ
十
分
に
解
明

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
多
く
は
音
を

聞
く
と
こ
ろ
に
何
ら
か
の
異
常
が
起

こ
っ
た
時
に
感
じ
る
も
の
で
す
。
音

日曜・祝日|こ病気・歯痛|こ怠つだら

休日惨療所ヘ
国道356号

成田線
h
p
寮
内
図

。健康づくりうんどう教室
保健センタ-87187・1131

み
み
な
り

は
、
外
耳
4
中
耳
(
耳
管
も
含
む
)

4
内
耳
4
聴
神
経
4
中
枢
(
脳
)
へ

と
伝
わ
り
ま
す
が
、
殆
ど
の
耳
鳴
が

こ
の
通
り
道
の
ど
こ
か
に
異
常
が
生

じ
た
と
き
に
起
こ
る
も
の
で
す
。
他

に
全
身
的
疾
患
に
よ
り
こ
の
伊
導
路

に
異
常
な
刺
激
が
加
わ
っ
て
起
こ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

外
耳
に
原
因
の
あ
る
も
の
、
耳
垢

桜
山
敬
や
外
耳
道
異
物
(
髪
の
毛
等
)

は
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
ぐ
に

治
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
中
耳
の
疾
病
、

浸
出
性
中
耳
炎
や
耳
管
狭
窄
な
ど
も

比
較
的
治
り
や
す
い
耳
鳴
で
す
。

そ
れ
に
比
べ
て
内
耳
よ
り
中
枢
が

原
因
の
も
の
、
内
耳
炎
、
メ
ニ
エ
ー

ル
病
、
豊
田
性
難
聴
、
老
人
性
難
聴
、

突
発
性
難
聴
、
聴
神
経
腫
事
、
種
々

の
脳
疾
患
な
ど
は
治
り
難
い
も
の
で

日時 場 所

10日(水)10:0か11:∞ 布佐南公園
(雨天時:布佐平和台自治会館)

17日(水)10:00-11:∞ 湖北台中央公園
(雨天時:保健センター)

19日(金)10:00-11:∞ 天王台函公園
(雨天中止)

Z頁 目 期 日 対 象

しあわせイク学ラス級) 5日・ 12日・妊(3娠闘20遍は両~現27遇家の族方) 
(マ空ニテ 19日(金)

小児マ(ポヒ生リワク
2日(火)15靭月16日に1固目措札肪

チン オ) 9日(火)15年6月生まれで1回目t受tt紡
投与 16日(火)15年10~14日仁1 回 目掛与し肪

1鹿6カ月児値腸査 4日・ 11日(木)14年5月生まれ

2麓8カ月児僻|僅診 18日(木) 13年4月生まれ

3歳児健康診査 4日・ 11日(木)12年5月生まれ

離(乳要食予教約室) 25日(木) 乳児(先の着い3る0人母)親

健(13康:刷いき3い:却き教鮒室) 
8日・15日・

体を動かしたい方22日(月)

保健センター。各種健診と健康教室

(
耳
鳴
〉

す
が
、
早
期
に
治
療
す
る
こ
と
に
よ

り
治
癒
率
は
高
く
な
り
ま
す
。

全
身
的
疾
患
に
よ
る
も
の
、
脳
疾

患
、
脳
血
管
障
害
、
高
血
圧
、
動
脈

硬
化
、
低
血
圧
、
自
己
免
疫
疾
患
、

貧
血
、
糖
尿
病
、
腎
疾
患
、
自
立
神

経
失
調
症
な
ど
は
原
因
疾
患
を
治
療

す
る
こ
と
に
よ
り
耳
鳴
が
消
失
し
て

き
ま
す
。

い
ず
れ
も
耳
鳴
は
個
人
差
も
大
き

く
、
精
神
的
疲
労
や
心
理
的
不
安
な

ど
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
も
の
で
す
。

独
り
で
悩
ん
だ
り
、
あ
き
ら
め
て
し

ま
う
こ
と
な
く
、

専
門
医
を
受
診
し

て
適
切
な
検
査
を
受
け
治
療
を
す
れ

ば
、
治
癒
、
軽
快
も
可
能
で
、
前
向

き
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

固

我
孫
子
市
医
師
会
宮
7
1
8
8
・

F
b
F
b
つ
乞
b

tè100 瞳~. この広報紙は 100%再生紙・大亘インクを使用しています。

内科 ・小児科 ・歯科

午前9時から11時30分
午後1時から 4時30分
※歯科は午前中のみ

参健康保険証、診療費
休日診療所Eワ18ワーワ020(診
療時間内のみ)

12月の二次救急病院
(休日・夜間当番病院)

日 病院名 電話

7日我孫子東邦病院 7182・8166

14日アピコ外科整形外科高院 7184・7321

21日平和台病院 7189-1111 

23・28日我孫子聖仁会病院 7188-3111 

~療科目
受付時間

措

固


